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Monday Manna ～「あなたにとって真実でも、私にとって真実ではない」～ 

2022年 3月 14日号ウィリアム・"フリッツ"・クランプ氏 

 

近年、多くの人々にとっての真実（Truth）が、まるで食料品店でどの種類の果物や缶詰を買うか決めるような、選択が自

由にできる商品であるかのように扱われているように思う。そしてそれは、個人の選択の問題であると彼らは言う。 

 「あなたにとって真実（True）でも、わたしにとっては真実ではない。」ある民間航空会社のパイロットがそう言ったのを聞き、

わたしは唖然とした。彼にとっての真実とは主観的なもので、単に本人が正しいと感じることに基づいていると信じているよう

だ。絶対的な真実に基づいて正しく判断できるか否かに、自分の人生だけでなく乗客の人生もかかっていることを知りなが

ら、ベテランの機長がなぜそのようなことを言えるのかと、わたしは不思議に思った。 

 例えば、機内で緊急事態が発生した際や視界が悪い中で計器を使って飛行する際などでも、絶対にミスは許されない。そ

のような状況下での真実は、複数の選択肢の問題ではない。しかし、彼のような考えを持つのは彼一人ではなく、絶対的な

真実は存在せず、すべては相対的であると考える人が増えているのが今の世である。（訳者注：日本語では、真実だけではなく、事実

や真理の表現が適切な箇所も、すべて統一して真実で訳しています） 

 数年前、わたしの友人であるニムロッド・マクネア大佐はこう言った。「なぁフリッツ、ハーバード・ビジネス・スクールが教える

ビジネスの原則は、聖書に基づいているんだ。」彼は続けて、だからといって、そのことをハーバード大学院の教授が知って

いるとは限らないとも説明してくれた。また、うまくいかない原則をたくさん教えているとも指摘した。しかし、「真実はどこにあ

ろうとも、真実である」。 

 わたしはこの友人の言葉を忘れることなく、長年に渡って彼の説を検証してきた。そして、30年同じ会社に勤めて観察を続

ける中で、この会社は単に経営に恵まれた会社だと思っていたが、実はこの会社の成功は、3つの基本原則に従い運営され

ていることに起因していると気づいた。借金をしない、従業員とスタッフを大切にする、そして顧客を大切にする。彼らが知っ

てか知らずかはわからないが、この 3つの原則はすべて聖書の教えにしっかりと根ざしているのである。残念ながら、わたし

が退職する前の最後の CEOが会社の方針を変えてしまい、彼は、これらの原則を組織的に放棄したため、会社の運命は転

落し、最終的に会社は倒産に追い込まれた。 

 家族を率いる立場にいる夫や父親、大企業の CEOや国を率いる大統領など、あらゆる階層でのリーダーシップを観察す

ることは、大変勉強になった。わたしが観察した人々は、これらの原則を実践することで、一定の成功を収めていた。やはり、

友人のニムロッドが言うたように、「真実はどこにあろうとも、真実である」のだ。 

 そしてその反面、わたしが個人的に経験した失敗や悲しみのほとんどは、聖書の中で明確に述べられるか、または暗示され

ている原則や教訓に反していたことに起因すると、認めざるを得ない。 

 ユダヤ総督であるポンテオ・ピラトがナザレのイエスに対して王であるか尋ねたとき、イエスはこう言われた。「わたしは、真

理のあかしをするために生まれ、このことのために世に来たのです」と。悲しいことに、ピラトは懐疑的に答えた。「真理とは何

ですか」と。(ヨハネ 18:37-38)。この不幸な質問は、今日も多くの人々が問い続けているものである。 

 絶対的な真実（真理）はあるのだろうか？と、この重要な問いを是非考えてみてください。真実（真理）かどうかを判断する

際、あなたは何を基準にしているだろうか？また、イエスは「あなたがたは真理を知り、真理はあなたがたを自由にします。」

（ヨハネ 8:32）と言われるが、イエス様と聖書は、あなたの真理の源だろうか？ 

【適用】 

1. 真実・真理とは何ですか？特に、あなたが今まで経験し

たり、仕事で実践したことを振り返り考えると、この言葉をど

のように定義しますか？ 

 

 

2. 相対的真実と絶対的真実の議論について、あなたはど

のように考えますか？今回のマナを読んで、あなたの考え

に少しは変化がありましたか？ 

 

 

3. 重要な決定を行う際、真実・真理に基づくどのような情

報源に頼りますか？皆さんは、「あなたにとっては真実かも

しれないが、私にとっては真実ではない」と考えたり、言った

ことがありますか？もしあれば、その状況を説明ください。 

 

 

4. 聖書とその教えを理解した上で、職場でどのように行動

するか、あるいはビジネスをどのように運営するかについて、

どのような原則が最も重要で、あるいは最も有用であると

判断しますか？真理・真実と知恵の間にどのような相関関

係があると思いますか？ 
 

 

 

 

【参考聖書箇所】 

詩篇 25:5-5; 箴言 1:7, 2:6, 3:13-15, 15:33, 16:16; 

ゼカリア 8:16-17; ヨハネ 8:31-32,16:13 
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